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刊行にあたって

刊
行
に
あ
た
っ
て

人
や
社
会
の
あ
り
方
が
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
い
て
生
起
す
る
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
よ
っ
て
突
き
動
か
さ

れ
、
方
向
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
衝イ

ン
パ
ク
ト迫
に
対
す
る
人
や
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
反レ
ス
ポ
ン
ス応
が
、
人
や

社
会
の
内
実
を
形
づ
く
っ
て
き
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
過
去
の
ど
の
時
代
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
特
に
目
に
見
え
る
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
の
は
近
代
と
い
う
時
代
に
お
い
て
で
あ
る
。

幕
末
・
維
新
期
以
降
、
日
本
の
近
代
を
生
き
た
人
々
は
世
界
中
の
政
治
や
経
済
や
文
化
の
動
き
に
否
応
な
く
巻
き
込

ま
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
動
き
を
取
り
込
ん
で
、
自
ら
の
主
体
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、「
国
民
」

と
「
国
民
国
家
」
の
形
成
と
い
う
一
九
世
紀
世
界
史
の
基
本
的
な
動
向
が
日
本
列
島
に
も
貫
徹
し
て
、
人
々
を
「
日
本

国
家
」
と
い
う
鋳
型
の
中
に
が
っ
ち
り
と
嵌は

め
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
人
々
が
「
日
本
国
民
」
と
い
う
意

識
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
「
日
本
国
家
」、「
日
本
国
民
」
と
い
う

枠
組
み
は
、
沖
縄
の
人
々
や
ア
イ
ヌ（
ウ
タ
リ
）の
人
々
、
そ
し
て
後
に
は
、「
在
日
」
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
人
々
な

ど
に
対
す
る
差
別
の
構
造
を
深
く
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
日
本
の
近
代
に
お
い
て
は
、
法
律
や
社
会
制
度
、
社
会
運
動
や
社
会
思
想
、
学
問
や
芸

術
等
々
、
何
を
と
っ
て
も
、
日
本
に
「
固
有
」
と
い
え
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、「
日
本
の

中
の
世
界
史
」
の
現
れ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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� 刊行にあたって

そ
れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
、「
日
本
の
中
の
世
界
史
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
の
七
名
の
著
者
た
ち
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
以
来
、
数
カ
月
に
一
度
の
研
究
会
を
積
み
重
ね
、
政
治
や
経

済
、
文
化
や
芸
術
、
思
想
や
世
界
史
認
識
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
領
域
に
お
い
て
、「
日
本
の
中
の
世
界
史
」
を

「
発
見
」
す
る
た
め
に
、
持
続
的
な
討
論
を
行
っ
て
き
た
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
の
過
程
で
、
七
名
の
著
者
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
「
発
見
」
し
た
「
日
本
の
中
の
世
界
史
」
の
物
語
で
あ
る
。

今
日
、
世
界
中
の
到
る
所
で
、
自
国
本フ

ァ
ー
ス
ト位
的
な
政
治
姿
勢
が
極
端
に
強
ま
り
、
そ
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
や
そ
の

後
の
種
々
の
悲
惨
な
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
普
遍
的
価
値
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
、
道
徳
教
育
、
日
の
丸
・
君
が
代
、
靖
国
と
い
っ
た
戦
前
的
な
も
の
の
復
活
・
強
化
か
ら
、
さ
ら
に
は

日
本
国
憲
法
の
基
本
的
理
念
の
否
定
に
ま
で
行
き
着
き
か
ね
な
い
政
治
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
日
本
の
中
に
「
世
界
史
」
を
「
発
見
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
自
国

本フ
ァ
ー
ス
ト位
的
政
治
姿
勢
が
世
界
的
な
動
き
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
抗
す
る
動
き
も
、
世
界

的
関
連
の
中
で
日
本
の
う
ち
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。
読
者
の
か
た
が
た
に
、
私
た
ち
の
そ
の
よ

う
な
姿
勢
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
七
日

池
田
忍
、
木
畑
洋
一
、
久
保
亨
、
小
谷
汪
之
、�

南
塚
信
吾
、
油
井
大
三
郎
、
吉
見
義
明
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凡
　
　
例

1　

引
用
文
の
出
典
や
本
文
の
典
拠
な
ど
を
示
す
際
に
は
、
原
則
と
し
て
、［
寺
尾
、
二
〇
一
七
］の
よ
う
に
著
者
名
と
刊

行
年
を
略
記
し
、
そ
の
文
献
名
等
は
巻
末
の
「
文
献
一
覧
」
に
表
示
し
た
。
た
だ
し
、
井
上
彦
三
郎
・
鈴
木
経
勲
『
南

島
巡
航
記
』
な
ど
、
頻
出
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、（『
南
島
巡
航
記
』）の
よ
う
に（　
　

）内
に
文
献
名
を
表
示
し
た
。

外
国
語
の
文
献
に
つ
い
て
も
、
同
じ
方
式
に
よ
っ
た
。

2　
『
中
島
敦
全
集
』（
ち
く
ま
文
庫
版
、
全
三
巻
、
一
九
九
三
年
）か
ら
の
引
用
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
表
記
し

た
。【
例
】『
中
島
敦
全
集
1
』
一
〇
〇
頁
→［
①
一
〇
〇
］。

3　

戦
前
の
日
本
語
文
献
か
ら
の
引
用
で
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
、
旧
仮
名
遣
い
を
新
仮
名
遣
い
に
、
片
仮
名
を
平
仮

名
に
改
め
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
、
濁
点
や
句
読
点
を
補
い
、
ル
ビ
を
付
し
た
。

4　

外
国
語
文
献
か
ら
の
引
用
は
、
引
用
者
に
よ
る
訳
文
で
あ
る
。

5　

引
用
文
中
の（　
　

）は
原
文
の
も
の
で
あ
る
が
、〔　
　

〕は
引
用
者
が
説
明
、
修
正
、
補
足
な
ど
の
た
め
に
挿
入
し

た
も
の
で
あ
る
。

6　

地
名
の
表
記
は
、
原
則
的
に
、
日
本
統
治
時
代
の
表
記
を
用
い
、
適
宜
そ
の
後
に
カ
ッ
コ
を
入
れ
て
、
現
在
の
表
記

を
示
し
た
。【
例
】京
城（
ソ
ウ
ル
）、
ポ
ナ
ペ（
ポ
ー
ン
ペ
イ
）。
た
だ
し
、
北
京
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
北
京
と
し
た
。

人
名
表
記
も
基
本
的
に
は
地
名
表
記
と
同
じ
方
式
に
よ
っ
た
。

7　
「
土
人
」、「
土
民
」、「
酋
長
」
な
ど
の
言
葉
は
、
今
日
、
使
う
べ
き
で
は
な
い
が
、
引
用
文
に
お
い
て
は
、
当
時
の

歴
史
的
状
況
を
尊
重
し
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
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中
島
敦
略
年
譜

一
九
〇
九（
明
治
四
二
）年
五
月
五
日
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
父
田た

人び
と

は
中
学
校
の
漢
文
教
師
、
母
チ
ヨ
。

一
九
一
六（
大
正
五
）年
四
月
、
父
の
勤
務
地
で
あ
る
奈
良
県
の
郡
山
男
子
尋
常
小
学
校
に
入
学
。

一
九
一
八（
大
正
七
）年
七
月
、
父
の
転
勤
に
伴
い
、
静
岡
県
浜
松
西
尋
常
小
学
校
に
転
校
。

一
九
二
〇（
大
正
九
）年
九
月
、
父
の
転
勤
に
伴
い
、
京
城
府
龍
山
公
立
尋
常
小
学
校
に
転
校
。

一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
四
月
、
龍
山
小
学
校
を
卒
業
し
て
朝
鮮
総
督
府
京
城
中
学
校
に
入
学
。

一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
四
月
、
四
年
修
了
で
京
城
中
学
校
を
卒
業
、
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
に
入
学
。

一
九
二
七（
昭
和
二
）年
八
月
、
父
の
勤
務
地
で
あ
る
中
国
の
大
連
に
帰
省
中
、
肋
膜
炎
に
か
か
り
、
満
鉄
病
院
に
入
院
。

一
年
間
休
学
し
て
、
翌
年
三
月
末
ま
で
別
府
の
満
鉄
療
養
所
な
ど
で
療
養
。

一
九
二
九（
昭
和
四
）年
六
月
、「
巡
査
の
居
る
風
景
―
―
一
九
二
三
年
の
一
つ
の
ス
ケ
ッ
チ
」
を
『
校
友
会
雑
誌
』
に
発
表
。

一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
一
月
、「
Ｄ
市
七
月
叙
景
㈠
」
を
『
校
友
会
雑
誌
』
に
発
表
。

一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
四
月
、
第
一
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
科
に
入
学
。

一
九
三
三（
昭
和
八
）年
三
月
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
。
四
月
、
横
浜
高
等
女
学
校
に
就
職
。
一
二
月
、
か
ね
て
婚
約
し

て
い
た
橋
本
タ
カ
と
正
式
に
結
婚
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
四
月
に
、
長
男
桓た

け
しが
妻
の
実
家
で
出
生
。
こ
の
後
も
、
事
情
に

よ
り
妻
子
と
は
別
居
生
活
。
こ
の
頃
「
北
方
行
」
を
書
き
始
め
た
。

一
九
三
四（
昭
和
九
）年
二
月
頃
、「
虎
狩
」
を
脱
稿
。
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一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年
六
月
、
横
浜
本
郷
町
の
借
家
で
、
初
め
て
妻
子
と
と
も
に
生
活
し
始
め
た
。

一
九
四
〇（
昭
和
一
五
）年
一
月
、
次
男
格の

ぼ
る

出
生
。

一
九
四
一（
昭
和
一
六
）年
三
月
、
横
浜
高
等
女
学
校
を
休
職
、
後
辞
職
。
六
月
頃
、
深
田
久き

ゅ

弥う
や

に
「
ツ
シ
タ
ラ
の
死
」（「
光

と
風
と
夢
」
の
原
題
）の
原
稿
を
託
す
。
六
月
二
八
日
、
パ
ラ
オ
の
南
洋
庁
に
赴
任
す
る
た
め
、
横
浜
港
か
ら
出
発
。
七

月
七
日
、
南
洋
庁
に
登
庁
し
、「
任
南
洋
庁
編
修
書
記
」
の
辞
令
を
受
領
。
ア
メ
ー
バ
赤
痢
、
デ
ン
グ
熱
で
病
臥
。
九
月

一
五
日
、
南
洋
群
島（
カ
ロ
リ
ン
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）の
視
察
旅
行
に
出
発
。
一
一
月
五
日
、
南
洋
庁
に
帰
庁
。
一

一
月
一
七
日
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
視
察
旅
行
に
出
発
。
一
二
月
八
日
、
日
米
開
戦
を
サ
イ
パ
ン
島
で
知
っ
た
。
一
二
月
一

四
日
、
帰
庁
。
こ
の
頃
、
喘
息
の
悪
化
も
あ
っ
て
、
東
京
出
張
を
考
え
始
め
た
。

一
九
四
二（
昭
和
一
七
）年
一
月
一
七
日
、
土ひ

じ

方か
た

久ひ
さ

功か
つ

と
と
も
に
、
パ
ラ
オ
諸
島
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
視
察
旅
行
に
出
発
。
一

月
三
一
日
、
帰
庁
。
三
月
四
日
、
東
京
出
張
の
許
可
が
出
て
、
土
方
と
と
も
に
パ
ラ
オ
を
出
発
、
一
七
日
東
京
に
帰
着
。

七
月
一
五
日
、
第
一
作
品
集
『
光
と
風
と
夢
』（
筑
摩
書
房
）出
版
。
九
月
七
日
、
南
洋
庁
を
依
願
免
官
。
一
一
月
一
五
日
、

第
二
作
品
集
『
南
島
譚
』（
今
日
の
問
題
社
）出
版
。
喘
息
と
心
臓
衰
弱
に
よ
り
、
一
二
月
四
日
午
前
六
時
永
眠
。
死
後
、

「
山
月
記
」、「
名
人
伝
」、「
弟
子
」、「
李
陵
」
な
ど
の
作
品
が
諸
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
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プロローグ

プ
ロ
ロ
ー
グ
―
―
中
島
敦
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
・
植
民
地
体
験

今
か
ら
は
も
う
五
〇
年
も
前
の
こ
と
だ
が
、
私
は
南
太
平
洋
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
国
、
サ
モ
ア
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
。一

九
六
七
年
三
月
、
大
学
院
生
だ
っ
た
私
は
半
導
体
専
業
メ
ー
カ
ー
を
経
営
し
て
い
た
父
の
商
用
に
同
行
し
て
、
初

め
て
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
。
そ
の
時
は
ま
だ
成
田
空
港
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
行
き
の
パ
ン
ナ
ム

機
は
羽
田
空
港
か
ら
飛
び
立
っ
た
。
そ
の
羽
田
空
港
も
今
と
は
違
っ
て
素
朴
な
小
さ
な
空
港
で
、
吹
き
さ
ら
し
の
屋
上

送
迎
用
デ
ッ
キ
で
手
を
振
る
見
送
り
の
人
た
ち
の
姿
が
タ
ラ
ッ
プ
の
上
か
ら
よ
く
見
え
た
。

ア
メ
リ
カ
で
一
週
間
ほ
ど
各
地
を
回
っ
た
後
、
父
と
別
れ
た
私
は
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
ア
メ
リ

カ
領
サ
モ
ア
、
ツ
ツ
イ
ラ
島
の
パ
ゴ
パ
ゴ
に
飛
ん
だ
。
中
型
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
か
な
り
低
空
を
飛
ん
だ
か
ら
、
南
太
平

洋
に
浮
か
ぶ
珊
瑚
礁
の
島
々
が
よ
く
見
え
た
。
パ
ゴ
パ
ゴ
か
ら
西
サ
モ
ア
国（
現
、
サ
モ
ア
独
立
国
）の
首
都
、
ウ
ポ
ル
島

の
ア
ピ
ア
ま
で
は
一
飛
び
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ピ
ア
が
私
の
目
的
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

私
が
な
ぜ
サ
モ
ア
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、
高
校
時
代
に
中な

か

島じ
ま

敦あ
つ
しの

小
説
「
光
と
風
と
夢
」
を
読
ん
で
、

強
く
心
惹
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。『
宝
島
』
や
『
ジ
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
な
ど
の
成
功
で
流
行
作
家
と
な
っ
た
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン（
一
八
五
〇
―
九
四
）は
、
持
病
の
喘
息
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
暖
か
い
南
太
平
洋
の
サ
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モ
ア
に
居
を
移
し
、
農
園
を
営
み
な
が
ら
、
執
筆
活
動
を
つ
づ
け
た
。
中
島
の
「
光
と
風
と
夢
」
は
一
八
九
〇
年
か
ら

九
四
年
ま
で
、
晩
年
の
四
年
あ
ま
り
を
サ
モ
ア
で
過
ご
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
生
活
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
豊
か
な
自
然
を
相
手
に
働
く
こ
と
の
喜
び
を
享
受
す
る
一
方
で
、
サ
モ
ア
の
事
実
上
の
支
配
者
で
あ
る
ド
イ

ツ
人
に
厳
し
い
目
を
向
け
、
サ
モ
ア
の
無
冠
の
王
、
マ
タ
ア
フ
ァ
に
共
感
を
寄
せ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
み
な
が
ら
、
い
つ
か
サ
モ
ア
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
邸
宅
と
農
園
は
ア
ピ
ア
か
ら
五
キ
ロ
ほ
ど
南
の
ヴ
ァ
エ
ア
山（
標
高
、
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）の

東
麓
、
ヴ
ァ
イ
リ
マ（「
五
つ
の
川
の
地
」
の
意
）と
呼
ば
れ
る
地
に
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
エ
ア
山
の
山
頂
に
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

ソ
ン
の
墓
が
あ
る
の
で
、
ア
ピ
ア
に
着
い
て
、
早
速
ヴ
ァ
エ
ア
山
に
登
っ
て
み
た
。
密
林
の
中
の
細
い
山
道
を
登
り
な

が
ら
、
時
に
は
そ
ば
を
流
れ
る
清
流
で
水
浴
び
を
し
た
り
し
た
。
そ
の
途
中
、
ア
メ
リ
カ
人
の
中
年
女
性
た
ち
が
何
人

も
あ
え
ぎ
な
が
ら
登
っ
て
行
く
の
に
追
い
つ
い
て
、
一
言
二
言
、
言
葉
を
交
わ
し
た
。
そ
の
時
に
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

ソ
ン
な
ど
と
い
う
古
い
イ
ギ
リ
ス
人
作
家
の
墓
に
苦
労
し
て
お
参
り
し
よ
う
と
は
奇
特
な
ア
メ
リ
カ
人
も
い
る
も
の
だ
、

と
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
も
っ
と
も
、
向
こ
う
の
方
で
も
、
な
ん
で
日
本
人
の
青
年
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
墓

参
り
な
ん
か
を
す
る
の
か
と
い
ぶ
か
し
く
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
尋
ね
て
き
た
。

山
か
ら
下
り
て
、
道
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
通
り
が
か
っ
た
自
動
車
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
当
時
、
サ
モ
ア
に
は

日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
、
よ
ほ
ど
物
珍
し
か
っ
た
の
か
、
そ
の
ま
ま
自
動
車
で
家
ま
で
連
れ
て
い
っ
て
、

タ
ロ
芋
な
ど
の
サ
モ
ア
料
理
を
お
腹
が
苦
し
く
な
る
ほ
ど
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
光
と
風
と
夢
」
の
素
材
は
、
主
と
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
『
ヴ
ァ
イ
リ
マ
か
ら
の
手
紙
』

（V
ailim

a Letters

）［Stevenson,�1907

］と
い
う
作
品
で
あ
る
。『
ヴ
ァ
イ
リ
マ
か
ら
の
手
紙
』
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
が
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サ
モ
ア
か
ら
在
ロ
ン
ド
ン
の
年
長
の
友
人
、
コ
ル
ヴ
ィ
ン（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
）に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
を
日
付
ど

お
り
に
配
列
し
た
も
の
な
の
だ
が
、
手
紙
と
い
っ
て
も
、
サ
モ
ア
で
の
出
来
事
な
ど
を
一
日
ご
と
に
こ
ま
ご
ま
と
書
き

つ
づ
っ
た
、
日
記
と
い
っ
た
方
が
よ
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
め
ば
、
サ
モ
ア
で
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の

生
活
が
手
に
取
る
よ
う
に
よ
く
分
か
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
自
身
も
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
あ
る
手

紙
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

先
日
突
然
、
私
は
こ
う
思
っ
た
。
こ
の
私
の
あ
な
た
に
宛
て
て
書
か
れ
た
日
記
は
、
私
の
死
後
、
よ
い
儲も

う

け
物
に

な
る
だ
ろ
う
、
こ
れ
を
使
え
ば
、
誰
で
も
、
あ
る
種
の
本
を

わ
け
な
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
。
そ
れ
で
、
お

願
い
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
手
紙
を
無
く
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い〔
後
略
〕。（
一
八
九
二
年
六
月
二
一
日
付
。V

ailim
a 

Letters,�p.200

）

中
島
敦
が
こ
の
一
文
を
読
ん
で
「
光
と
風
と
夢
」
を
構
想
し
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、「
光
と
風
と
夢
」
は
ま
さ
に

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
が
予
想
し
た
と
お
り
の
作
品
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
も
っ
と
も
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
自
身
は
ま
さ
か
日
本

人
が
そ
う
し
た
こ
と
を
す
る
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

が
。そ

の
後
、
私
は
、
い
く
つ
か
の
小
さ
な
偶
然
の
め
ぐ
り
合
わ
せ

図 1　ヴァエア山上のスティーヴンソンの墓
（Farrell,�Robert Louis Stevenson in Samoa）
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で
、
主
と
し
て
イ
ン
ド
史
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
中
島
敦
と
サ
モ
ア
へ
の
関
心
は
ず
っ
と
も
ち

つ
づ
け
て
い
た
。

数
年
前
、
大
学
に
お
け
る
授
業
の
場
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
時
、
思
い
立
っ
て
中
島
の
全
集
を
読
み
直
し
て
み
た
。

「
光
と
風
と
夢
」
は
記
憶
通
り
の
作
品
だ
っ
た
が
、「
南
洋
の
日
記
」
に
は
新
た
な
関
心
を
そ
そ
ら
れ
た
。「
南
洋
の
日

記
」
は
、
中
島
が
南
洋
庁
の
現
地
民
子
弟
用
教
科
書
編
修
書
記
と
し
て
、
南
太
平
洋
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
日
本
の
国
際
連

盟
委
任
統
治
領（
当
時
、
日
本
で
は
、「
南
洋
群
島
」、
あ
る
い
は
「
内
南
洋
」
ま
た
は
「
裏
南
洋
」
と
呼
ん
で
い
た
）に
在
任
し
て

い
た
時
の
日
記
で
あ
る（
国
際
連
盟
委
任
統
治
制
度
と
南
洋
庁
に
つ
い
て
は
、
本
書
Ⅱ
―
一
参
照
）。

一
九
四
一（
昭
和
一
六
）年
九
月
一
五
日
、
中
島
敦
は
南
洋
庁
の
あ
っ
た
パ
ラ
オ
諸
島
コ
ロ
ー
ル
島
を
出
発
、
ト
ラ
ッ

ク（
チ
ュ
ー
ク
）諸
島
、
ポ
ナ
ペ（
ポ
ー
ン
ペ
イ
）島
な
ど
を
経
て
、
南
洋
群
島
の
東
南
の
果
て
に
位
置
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
の
ヤ
ル
ー
ト（
ジ
ャ
ル
ー
ト
）島
ま
で
行
っ
た
。「
南
洋
の
日
記
」
の
ヤ
ル
ー
ト
島
に
つ
い
て
の
記
載
を
読
み
な
が
ら
、

ヤ
ル
ー
ト
島
が
サ
モ
ア
の
「
叛
乱
者
」
マ
タ
ア
フ
ァ
の
流
さ
れ
た
島
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
は
せ
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

ソ
ン
は
サ
モ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
な
ど
「
白
人
」
の
横
暴
な
行
動
に
強
い
憤
り
を
感
じ
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
「
叛
乱

者
」
マ
タ
ア
フ
ァ
を
支
持
し
て
い
た
。
そ
れ
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
は
、
マ
タ
ア
フ
ァ
と
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
「
白

人
」
に
擁
立
さ
れ
た
サ
モ
ア
王
、
ラ
ウ
ペ
パ
と
を
和
解
さ
せ
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
画
策
し
た
り
し
た
。
し
か
し
、
結
局
、

マ
タ
ア
フ
ァ
は
抗
争
に
敗
れ
、
一
八
九
三
年
七
月
、
ド
イ
ツ
の
軍
艦
で
サ
モ
ア
か
ら
連
れ
去
ら
れ
、
当
時
ド
イ
ツ
が
統

治
し
て
い
た
ヤ
ル
ー
ト
島
に
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
島
敦
の
「
光
と
風
と
夢
」
か
ら
は
、
マ
タ
ア
フ
ァ
に
対
す
る
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
共
感
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
中
島
自
身
の
マ
タ
ア
フ
ァ
へ
の
感
情

移
入
の
表
現
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
だ
か
ら
、
マ
タ
ア
フ
ァ
流
刑
の
約
五
〇
年
後
に
、
中
島
敦
が
ヤ
ル
ー
ト
島
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を
訪
れ
て
い
る
の
に
は
、
偶
然
と
は
い
え
、
何
か
因
縁
じ
み
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
、
私
の
関
心
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
サ
モ
ア
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ヤ
ル
ー
ト
島
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
西
に
ポ

ナ
ペ
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
な
ど
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
関
心
の
中
心
に
は
、
日
本
に
よ
る
南
洋

群
島
統
治
と
そ
こ
に
お
け
る
中
島
敦
の
存
在
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
南
洋
群
島
は
実
質
的
に
は
日
本
の
植
民
地
で
、

中
島
は
一
植
民
地
官
僚
と
し
て
そ
こ
に
一
年
弱
在
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
中
島
は
何
を
感
じ
、
何
を
考

え
た
の
か
。

し
か
し
、
中
島
敦
に
は
南
洋
体
験
以
前
に
、
朝
鮮
で
の
植
民
地
体
験
が
あ
っ
た
。
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
、
中
島
の

父
田た

人び
と

は
京
城（
ソ
ウ
ル
）の
龍
山
中
学
校
に
漢
文
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
父
の
転
勤
に
伴
い
、
中
島
も
朝
鮮
に
渡
り
、

龍
山
小
学
校
に
転
校
、
そ
の
後
、
京
城
中
学
校
に
進
学
し
た
。
中
島
は
京
城
中
学
校
を
四
年
修
了
で
卒
業
す
る
と
、
第

一
高
等
学
校
に
入
学
す
る
た
め
に
、
東
京
に
出
た
。
こ
の
少
年
時
代
の
約
五
年
半
の
朝
鮮
植
民
地
体
験
は
中
島
の
記
憶

の
底
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

先
の
戦
争
、
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
日
本
の
敗
戦
で
実
質
的
に
終
わ
っ
た
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、

ち
ょ
う
ど
三
歳
半
で
あ
っ
た
私
に
は
戦
争
の
直
接
的
な
記
憶
は
な
い
し
、
植
民
地
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
、
具
体
的
に
は
な
か
な
か
想
像
が
及
ば
な
い
。
今
、
こ
の
国
に
お
い
て
は
、
侵
略
や
植
民
地
支
配
の
問

題
を
知
ら
ぬ
顔
し
て
素
通
り
し
た
ま
ま
、
戦
前
的
な
も
の
に
回
帰
し
よ
う
と
す
る
「
復
古
主
義
」
的
な
動
き
が
極
端
に

強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
が
と
め
ど
な
く
「
自
由
化
」
さ
れ
る
な
ど
、
再
び
、
き
な

臭
い
に
お
い
が
周
辺
に
立
ち
込
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
二
〇
世
紀
の
前
半
に
多
く
の
日
本
人
が
植
民
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地
支
配
と
か
か
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
問
い
直
す
た
め
に
、
日
本
人
の
植
民
地
体
験
を
追
体
験
し
て
み
た
い
、

と
い
う
思
い
が
強
く
湧
い
て
き
た
。
そ
れ
も
、
満
洲
移
民
の
よ
う
な
極
限
的
な
植
民
地
体
験
で
は
な
く
、
多
く
の
日
本

人
が
体
験
し
た
よ
う
な
、「
日
常
的
な
」
植
民
地
体
験
を
追
体
験
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
中
島
敦
の
二
つ

の
植
民
地
体
験
を
本
書
の
主
題
と
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。



第
Ⅰ
章

中
島
敦
の
朝
鮮（
一
九
二
二
―
三
三
年
）
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1　京城中学校・第一高等学校時代

一
　
京
城
中
学
校
・
第
一
高
等
学
校
時
代

「
水
原
豚
」
の
話

中
島
敦
は
一
九
〇
九（
明
治
四
二
）年
五
月
五
日
、
東
京
で
生
ま
れ
た
が
、
中
学
校
の
漢
文
教
師
で
あ
っ
た
父
の
転
勤

に
伴
っ
て
、
最
初
に
奈
良
の
郡
山
小
学
校
に
入
学
、
そ
れ
か
ら
浜
松
西
小
学
校
に
転
校
し
た
。

一
九
二
〇（
大
正
九
）年
、
彼
が
小
学
校
五
年
の
時
、
父
田
人
は
朝
鮮
、
京
城
の
龍
山
中
学
校
に
漢
文
教
師
と
し
て
赴

任
し
た
。
一
九
一
〇
年
、
韓
国
を
併
合
し
た
日
本
は
、
京
城
に
朝
鮮
総
督
府
を
置
い
て
植
民
地
統
治
を
開
始
、
そ
の
一

環
と
し
て
日
本
人
子
弟
の
教
育
を
主
目
的
と
す
る
中
学
校
を
順
次
設
立
し
て
い
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
、
京
城
の
龍
山

に
設
立
さ
れ
た
龍
山
中
学
校
は
そ
の
四
番
目
の
中
学
校
で
あ
る
。
父
の
龍
山
中
学
校
転
勤
に
伴
い
、
中
島
敦
も
朝
鮮
に

渡
っ
て
、
龍
山
小
学
校
に
転
校
し
た
。
三
・
一
独
立
運
動（
一
九
一
九
年
）の
翌
年
で
あ
る
か
ら
、
京
城
に
は
ま
だ
そ
の

余
燼
が
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
中
島
が
書
き
残
し
た
も
の
か
ら
は
そ
れ
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
中
島
は
、
そ
の
後
、
一
九
二
二
年
三
月
、
龍
山
小
学
校
を
卒
業
、
京
城
中
学
校
に
進
学
し
た
。
京
城
中
学
校
は
一

九
〇
九
年
に
京
城
居
留
民
団
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
中
学
校
で
、
一
九
一
〇
年
に
は
朝
鮮
総
督
府
の
管
轄
に
移
さ
れ
、

名
門
校
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
中
島
は
京
城
中
学
校
四
年
修
了
で
東
京
の
第
一
高
等
学
校
に
入
学
す
る

ま
で
、
約
五
年
半
を
朝
鮮
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

京
城
中
学
校
時
代
の
中
島
敦
に
つ
い
て
は
、
同
級
生
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
を
書
い
て
い
る
。
中
で
も
興
味
深
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い
の
は
湯
浅
克か
つ

衛え

の
「
敦
と
私
」［
湯
浅
、
一
九
七
八
］と
い
う
一
文
で
あ
る
。
湯
浅
は
中
島
の
同
級
生
で
、
後
に
、
朝
鮮

総
督
府
巡
査
の
父
を
も
つ
日
本
人
少
年
と
、
ち
ょ
っ
と
年
上
の
朝
鮮
人
少
女
と
の
淡
い
交
情
を
描
い
た
「
カ
ン
ナ
ニ
」

な
ど
の
作
品
を
書
い
た
作
家
で
あ
る
。「
敦
と
私
」
に
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
る（
二
三
〇
―
二
三

一
頁
）。

京
城
中
学
校
三
年
生
の
時
と
い
う
こ
と
だ
が
、
数
学
の
嫌
い
な
湯
浅
克
衛
は
、
数
学
の
授
業
の
時
間
に
、
雑
誌
『
改

造
』
を
数
学
の
本
の
陰
で
読
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
先
生
が
「
つ
か
つ
か
と
や
っ
て
来
て
」「
部
厚
い
『
改
造
』�

を
、
と
り
あ
げ
た
」。
雑
誌
『
改
造
』
は
「
特
に
朝
鮮
問
題
を
尖
鋭
に
扱
っ
て
い
た
の
で
、
…
…
眼
の
敵
に
さ
れ
て
い

た
」
の
で
あ
る
。
先
生
は
そ
れ
を
持
っ
て
、
教
員
室
に
降
り
て
行
き
、
湯
浅
を
呼
び
つ
け
た
。
そ
の
場
で
、
二
週
間
の

停
学
を
言
い
渡
さ
れ
、
湯
浅
は
「
青
く
な
っ
て
」
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
中
島
敦
が
飛
び
込
ん
で
き
て
、
先
生

に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。「
水

ピ
ッ
グ

･

ス
イ
ゲ
ン原
豚
を＊
処
罰
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。『
改
造
』
を
読
ん
で
い
た
か
ら
と
云
っ
て
処
罰
し
た

ら
、
天
下
の
京
中〔
京
城
中
学
校
〕の
名
誉
に
か
か
わ
り
ま
す
」。

＊
水

ピ
ッ
グ

･

ス
イ
ゲ
ン原

豚
と
い
う
の
は
中
島
が
湯
浅
に
つ
け
た
綽
名
。
水
原
は
京
城
の
南
三
十
数
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
町
で
、
湯
浅
一
家
は
そ

こ
に
住
ん
で
い
た
。

中
島
の
出
現
に
「
先
生
も
虚
を
突
か
れ
た
形
で
、
し
ば
ら
く
は
声
が
な
か
っ
た
」。「
帰
っ
て
よ
い
」
と
い
わ
れ
た
湯

浅
が
教
室
で
待
っ
て
い
る
と
、
先
生
と
話
を
し
て
い
た
中
島
が
戻
っ
て
き
て
、「
図
書
室
監
禁
と
云
う
こ
と
で
け
り
が

つ
い
た
」
と
い
っ
た
。
中
島
の
談
判
の
お
か
げ
で
、
二
週
間
の
停
学
が
二
週
間
の
「
図
書
室
監
禁
」
に
「
減
刑
」
さ
れ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
湯
浅
は
翌
日
か
ら
、「
図
書
室
に
二
週
間
、
出
勤
し
た
」。
そ
の
間
、
中
島
は
毎
日
、

昼
に
な
る
と
「
チ
ャ
ン
パ
ン
」（
中
国
の
煎チ
ェ
ン
ピ
ン餅

）を
中
学
校
の
売
店
で
買
っ
て
、
も
っ
て
き
て
く
れ
た
と
い
う
。
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図 2　京城府要図（1934 年）
（京城府土木課作成の 15,000 分の 1の地図をもとに作図）
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